
〒104-0053  東京都中央区
晴海４丁目７番 28 号

ホテルマリナーズコート東京内
全日本海員組合本部
発行人　齋藤　洋
ＴＥＬ  03-5410-8329
ＦＡＸ  03-5410-8337
定価１部 100円

（組合員の購読料は組合費に含む）

2023年（令和５年）
1月25日

本紙は毎月5・15・25日発行

（昭和25年8月24日第三種郵便物認可）第3012号

　

大
阪
～
別
府
航
路
を
運
航
す
る
株
式
会
社
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
新
造
船
「さ
ん
ふ
ら
わ
あ

く
れ
な
い
」

（１
万
７
１
１
４
総
ト
ン
）の
内
覧
会
が
、
１
月
11
日
、
大
阪
港
の
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
行
わ
れ
、
多
く

の
関
係
者
や
見
学
客
が
訪
れ
た
。
新
造
船
「さ
ん
ふ
ら
わ
あ

く
れ
な
い
」は
、
日
本
初
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（液
化
天
然
ガ

ス
）を
燃
料
と
す
る
フ
ェ
リ
ー
で
、
硫
黄
酸
化
物
を
ほ
ぼ
排
出
せ
ず
、
窒
素
酸
化
物
と
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
大

幅
に
削
減
す
る
。
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
長
距
離
の
大
型
フ
ェ
リ
ー
の
誕
生
に
、
業
界
も
注
目
し
て
い
る
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
11
日
、

大
阪
港
の
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
行
わ
れ
た
、
日
本
初
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
燃
料
フ
ェ
リ
ー
「
さ
ん
ふ
ら

わ
あ　
く
れ
な
い
」
の
内
覧
会
で

は
、
３
層
吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ

ム
を
中
心
に
、
８
Ｆ
・
７
Ｆ
・
６

Ｆ
の
順
路
で
見
学
し
、
長
距
離
フ

ェ
リ
ー
初
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
と
デ
ラ
ッ
ク
ス
和
室
、
展
望

大
浴
場
な
ど
、
豪
華
絢
爛
な
船
内

環
境
と
設
備
は
、
一
流
ホ
テ
ル
を

彷
彿
さ
せ
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
ド
ラ

イ
バ
ー
ズ
ル
ー
ム
や
娯
楽
室
、
展

望
風
呂
な
ど
も
格
段
に
充
実
し
て

お
り
、
大
阪
か
ら
別
府
ま
で
の
航

海
中
に
、
疲
れ
を
癒
せ
る
内
容
。

　
内
覧
会
当
日
は
、
本
組
合
か

ら
、
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
と
平

岡
英
彦
国
内
局
長
、
浦
隆
幸
関
西

地
方
支
部
長
が
本
船
を
訪
れ
、
現

場
組
合
員
を
激
励
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
の

長
時
間
労
働
改
善
の
一
翼
を
担
う

　
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
で
は
、
長

時
間
労
働
と
就
業
者
の
高
齢
化
に

よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
大
き
な

課
題
。
特
に
長
時
間
労
働
は
、
そ

の
疲
労
の
蓄
積
が
交
通
事
故
や
脳

・
心
臓
疾
患
な
ど
の
要
因
で
も
あ

る
。
今
後
、
陸
上
輸
送
か
ら
海
上

輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
複

合
一
貫
輸
送
に
よ
る
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
も
見
込

ま
れ
て
い
る
。

◆
複
合
一
貫
輸
送

　
船
舶
・
鉄
道
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
種
類
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
輸

送
手
段
を
用
い
て
、
単
一
運
送
人

の
一
元
的
な
管
理
の
下
で
輸
送
す

る
運
送
形
態
（
陸
域
を
ト
ラ
ッ
ク

で
輸
送
し
、
ト
ラ
ッ
ク
を
そ
の
ま

ま
フ
ェ
リ
ー
に
載
せ
て
海
上
輸
送

す
る
よ
う
な
形
態
）。

大阪

別府

日
本
初
！

日
本
初
！

日
本
初
！
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
フ
ェ
リ
ー

フ
ェ
リ
ー

フ
ェ
リ
ー

株式会社フェリーさんふらわあ株式会社フェリーさんふらわあ株式会社フェリーさんふらわあ
新造船新造船

さんふらわあ くれない就航

さんふらわあさつま・さんふらわあくれない

展望風呂

大阪港・さんふらわあターミナル

ドライバーズ区画の娯楽室

別府港

小林健船長（左）に激励の花束を贈呈する田中伸一組合長代行

左から平岡英彦国内局長、小林健船長、田中伸一組合長代行
大阪 別府～～
航路を結ぶ航路を結ぶ

今 号 の 主 な 記 事
2 面
3 面

本部会館・安全祈願祭
各地で航海安全・大漁祈願
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神
明
造
と
し
て
再
建
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
木
肌
の
美
し
さ
は
日
本

の
伝
統
的
建
築
物
の
象
徴
と
も
い

え
る
。
こ
の
天
祖
神
社
の
所
在
地

が
「
六
本
木
７
―
７
―
７
」
と
い

う
こ
と
か
ら
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
の
縁

起
の
良
い
神
社
と
い
わ
れ
て
い

る
。

文
化
財
と
し
て
評
価
を
受
け

た
海
員
組
合
本
部
会
館

　
海
員
組
合
本
部
会
館
で
昨
年
12

月
18
日
、
建
築
業
界
の
関
係
者
に

よ
る
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
同
時

に
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ー

ト
が
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
モ
ダ

ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
建

物
と
環
境
形
成
の
記
録
調
査
お
よ

び
保
存
の
た
め
の
国
際
組
織
Ｄ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
日
本
支
部
で
あ

る
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
り
、

「
日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
の
建
築
」
の
代
表
的
作
品

と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の
。

　
２
０
１
６
年
に
国
立
近
現
代
建

築
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
「
社
会

と
建
築
を
結
ぶ-

大
髙
正
人
の

仕
事
」
展
に
お
い
て
、
現
存
す
る

大
髙
建
築
と
し
て
海
員
組
合
の
本

部
会
館
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
見
学
会
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
改
め
て
注
目
を
集
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き

も
後
押
し
と
な
り
、
調
査
と
検
証

が
行
わ
れ
、
増
築
部
分
の
撤
去
を

行
う
こ
と
で
耐
震
性
能
が
確
保
で

き
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
、
こ

れ
に
基
づ
き
、
今
後
の
長
期
的
な

使
用
に
耐
え
う
る
改
修
計
画
が
提

案
さ
れ
、
保
存
改
修
に
至
る
こ
と

と
な
っ
た
。

天
祖
神
社
（
龍
土
神
明
宮
）

　
天
祖
神
社（
龍
土
神
明
宮
）の
御

祭
神
は
、
天
照
大
御
神
、
伊
邪
那

岐
命
、伊
邪
那
美
命
で
、今
か
ら

約
六
百
年
前
、至
徳
元
年（
西
暦

１
３
８
４
年
）に
祀
ら
れ
た
。

　
こ
の
お
宮
に
、
品
川
沖
か
ら
毎

夜
竜
が
、御
灯
明
を
献
じ
た
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
り
、こ
の
地
が
竜

灯
山
と
呼
ば
れ
、
神
社
の
名
前
も

龍
土
神
明
宮
と
称
え
ら
れ
た
。

　
現
在
の
御
社
殿
は
昭
和
32
年
に

　
本
部
会
館
は
、
工
業
化
部
材
の

開
発
か
ら
都
市
ス
ケ
ー
ル
の
計
画

や
ま
ち
づ
く
り
に
至
る
幅
広
い
仕

事
に
取
り
組
み
、
戦
後
の
建
築
界

を
牽
引
し
た
建
築
家
・
大
高
正
人

氏
に
よ
る
設
計
で
、
大
髙
氏
が
手

が
け
た
こ
の
本
部
会
館
は
、
大
髙

氏
が
設
計
チ
ー
フ
を
務
め
た
東
京

文
化
会
館
と
共
通
す
る
デ
ザ
イ
ン

要
素
も
多
く
み
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
１
９
６
０
年
の
世
界

デ
ザ
イ
ン
会
議
で
槇
文
彦
と
共
に

提
案
し
た「
群
造
形
」の
理
念
に
基

づ
き
、都
市
環
境
の
一
部
で
あ
り
な

が
ら
、
彫
り
の
深
い
個
性
的
な
表

情
を
持
つ
建
築
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
員
組
合
本
部
会
館
は
丁
寧
に

維
持
管
理
さ
れ
て
き
た
が
、
老
朽

化
や
耐
震
問
題
な
ど
に
よ
り
、
建

て
替
え
も
検
討
さ
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
し
か
し
、
本
部
会
館
を

建
て
替
え
る
と
延
床
面
積
が
大
幅

に
減
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
結
論
が

出
せ
な
い
状
況
が
続
き
、
そ
ん
な

折
、
２
０
１
６
年
に
国
立
近
現
代

建
築
資
料
館
で
「
社
会
と
建
築
を

結
ぶ-

大
髙
正
人
の
仕
事
」
展

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
現
存

す
る
大
髙
建
築
と
し
て
海
員
組
合

本
部
会
館
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
造
形
と
共
に
状
態
の
良
さ
が
、

建
築
関
係
者
に
感
銘
を
与
え
た
。

　
開
発
の
荒
波
に
呑
み
込
ま
れ
る

六
本
木
の
地
に
あ
っ
て
、
海
員
組

合
が
そ
の
拠
点
で
あ
る
本
部
会
館

の
保
存
改
修
を
決
定
し
た
こ
と

は
、
極
め
て
稀
有
な
こ
と
で
あ
る

が
、
建
築
的
・
歴
史
的
価
値
を
踏

ま
え
た
改
修
設
計
・
工
事
に
よ

り
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
海

員
組
合
本
部
会
館
は
、
産
業
別
労

働
組
合
の
未
来
の
後
進
た
ち
に
引

き
継
ぐ
、
海
上
労
働
運
動
の
新
た

な
拠
点
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

海
員
組
合
本
部
会
館
の
歴
史

　
全
日
本
海
員
組
合
は
、
船
員
と

海
事
関
連
産
業
で
働
く
人
々
で
組

織
す
る
日
本
で
唯
一
の
産
業
別
労

働
組
合
。
全
日
本
海
員
組
合
の
結

成
は
１
９
４
５
年
10
月
に
戦
後
初

の
労
働
組
合
と
し
て
発
足
し
た

が
、
そ
の
前
身
は
１
９
２
１
年
に

結
成
し
た
日
本
海
員
組
合
に
遡

り
、
１
０
０
年
を
超
え
る
海
上
労

働
運
動
の
歴
史
が
あ
る
。

　
戦
前
の
海
員
組
合
の
本
部
会
館

は
神
戸
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
戦

後
は
活
動
の
中
心
が
東
京
に
移

っ
た
た
め
、
移
転
の
可
否
が
議
論

さ
れ
、
神
戸
は
海
上
労
働
運
動

発
祥
の
地
で
あ
り
対
立
意
見
も

多
い
中
、
３
度
に
わ
た
る
全
国

大
会
で
の
議
論
の
末
、
東
京
へ
の

移
転
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

現
在
の
敷
地
の
購
入
が
決
ま
り
、

１
９
６
１
年
に
大
髙
正
人
氏
に
設

計
が
依
頼
さ
れ
、
１
９
６
４
年
に

「
組
合
員
の
団
結
の
象
徴
」
と
し
て

現
在
の
本
部
会
館
が
完
成
し
、
以

来
60
年
近
い
間
、
組
合
の
拠
点
と

し
て
、
そ
の
活
動
を
支
え
て
き
た
。

　

改
修
工
事
作
業
が
始
ま
っ
た
海
員
組
合
本
部
会
館
の
安
全
祈
願
祭
が
、
小
雨
模
様
の
１
月
23
日
、
本

部
会
館
近
く
に
位
置
す
る
天
祖
神
社
で
行
わ
れ
、
松
浦
満
晴
組
合
長
を
は
じ
め
、
田
中
伸
一
組
合
長
代

行
、
鈴
木
順
三
組
合
長
代
行
、
齋
藤
洋
総
務
局
長
と
関
係
者
が
参
列
、
宮
司
の
お
祓
い
を
受
け
た
後
、

厳
か
な
雰
囲
気
中
で
玉
串
奉
奠
が
行
わ
れ
、
組
合
本
部
会
館
の
改
修
工
事
の
安
全
作
業
・無
事
故
を
祈

っ
た
。
祈
願
祭
終
了
後
に
、
本
部
会
館
の
各
フ
ロ
ア
で
、
工
事
業
者
か
ら
工
事
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。

２
０
２
３
年
１
月
25
日中

央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
39
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
３
年
１
月
15
日
付
で
告
示
し
た
第
39
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
１
２　
石
巻
・
塩
釜
地
区
組
合
員

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
馬
場　
昌
春

網
地
島
ラ
イ
ン
株
式
会
社　
船
長

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以　
上

未
来
の
後
進
へ
、

未
来
の
後
進
へ
、

活
動
拠
点
を

活
動
拠
点
を

引
き
継
ぐ
た
め

引
き
継
ぐ
た
め

海
員
組
合
本
部
会
館
の
各
フ
ロ
ア
で
、工
事
内
容
の
説
明
が
行
わ
れ
た

東京都
六本木

天祖神社天祖神社で安全祈願で安全祈願

改修工事が始まった海員組合本部会館

海員組合本部会館の屋上のようす

4階
フロア

3階
フロア

2階
フロア

安全祈願祭に参列した関係者（天祖神社前で）

※撮影のためソーシャルディスタンスに配慮の上、マスクをはずしています※撮影のためソーシャルディスタンスに配慮の上、マスクをはずしています
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神戸

讃岐

　
金
刀
比
羅
宮
は
、
瀬
戸
内
海
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
象ぞ

う

頭ず

山さ
ん

」
の
中
腹
に
所
在
し
、
全
国

に
６
０
０
社
余
り
あ
る
、
金
刀
比

羅
神
社
の
総
本
山
で
、
大お

お
も
の
ぬ
し
の
か
み

物
主
神

と
崇
徳
天
皇
の
２
柱
の
神
様
が
祀

ら
れ
て
い
る
。

　
金
刀
比
羅
宮
の
海
上
安
全
へ
の

信
仰
は
、
香
川
県
と
岡
山
県
に
広

が
る
備
讃
瀬
戸
に
、
大
小
28
の
島

か
ら
な
る
塩し

飽わ
く

諸
島
が
あ
り
、
古

代
よ
り
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て

知
ら
れ
、
操
船
技
術
に
長
け
た
島

民
は
、
古
来
よ
り
船
乗
り
と
し
て

活
躍
し
て
き
た
。

　
江
戸
幕
府
「
咸か

ん

臨り
ん

丸ま
る

」
に
よ

る
、
日
本
初
の
太
平
洋
横
断
に
乗

船
し
た
、
日
本
人
船
員
50
名
の

内
、
35
名
が
塩
飽
諸
島
出
身
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
操
船

技
術
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
塩
飽
の
船
乗
り
た
ち
は
、

金
刀
比
羅
宮
の
旗
を
掲
げ
、全
国

で
活
躍
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、信

仰
が
広
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。今
で
も
、
地
元
で
は
「
こ
ん

ぴ
ら
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

海
上
交
通
安
全
や
大
漁
祈
願
を
は

じ
め
、
五
穀
豊
穣
、
殖
産
や
医
療

な
ど
広
範
な
ご
神
徳
を
も
つ
神
様

と
し
て
、
広
く
信
仰
さ
れ
続
け
て

い
る
。

関西
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

大阪支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

住吉大神住吉大神にに
海上安全を祈願海上安全を祈願
ウサギは住吉大社の神使ウサギは住吉大社の神使

左から畑中智尋琵琶湖汽船職場委員・佐藤宗昭大阪支部長・
井上寛信大阪支部次長・森健輔新日本海フェリー職場委員

御
本
宮
は
標
高
２
５
１
ｍ
に
あ
り
、

参
拝
者
は
７
８
５
段
の
石
段
を
上
る

　

１
月
９
日
の
大
安
の
日
、
現
場
組
合
員
各
位
の
航
海
安
全
と
大
漁
を
願
い
、
齋
藤
洋
総

務
局
長
を
は
じ
め
、
除
補
修
中
・
四
国
地
方
支
部
長
以
下
、
中
・
四
国
管
内
執
行
部
３

人
が
、
香
川
県
琴
平
町
、
金
刀
比
羅
宮
へ
参
拝
し
、
ご
祈
祷
を
受
け
た
。

住吉万葉歌碑

　
【
中
野
達
也
通
信
員
】
１
月
６

日
、
金
刀
比
羅
宮
神
戸
分
社
で
関

西
地
方
支
部
執
行
部
員
と
八
馬
汽

船
株
式
会
社
の
神
原
将
平
職
場
委

員
が
海
上
安
全
・
大
漁
満
足
を
祈

願
し
た
。

　
明
治
15
年
に
神
戸
市
兵
庫
区
福

原
町
に
金
刀
比
羅
宮
遥
拝
所
を
兼

ね
た
崇
敬
講
社
福
原
集
会
所
が
設

置
さ
れ
、
明
治
21
年
に
は
宮
境
外

末
社
に
加
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
戦

災
や
震
災
を
乗
り
越
え
「
福
原
の

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
お
り
、
金
刀
比
羅
宮
の
直
轄

六
分
社
（
出
雲
、
神
戸
、
松
山
、

尾
張
、
鳥
羽
、
東
京
）
の
一
社
と

し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
金
刀
比
羅
宮
神
戸
分
社
は
節
分

祭
が
有
名
で
、「
福
原
町
」
と
い

う
地
名
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る

「
鬼
は
外
」
を
発
し
な
い
掛
け
声

で
、「
福
は
内
、
福
は
内
」
と
福

　
【
井
上
寛
信
通
信
員
】
１
月
６

日
、
佐
藤
宗
昭
大
阪
支
部
長
、
井

上
寛
信
大
阪
支
部
次
長
、
森
健
輔

新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
職
場
委
員
、

畑
中
智
尋
琵
琶
湖
汽
船
職
場
委
員

の
４
名
で
大
阪
市
住
吉
区
に
あ
る

住
吉
大
社
に
「
海
上
安
全
」
を
祈

願
す
る
初
詣
を
行
っ
た
。

　
住
吉
大
社
の
神
様
（
住
吉
大

神
）
は
、
海
中
よ
り
出
現
さ
れ
た

た
め
、
古
く
か
ら
海
の
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
神

と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
万
葉
集
に
も
海
上
の
無
事
を

祈
る
歌
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
海
上

安
全
の
守
護
と
し
て
、
参
拝
に
訪

れ
る
海
事
関
係
者
も
多
い
。
そ
の

他
、
渡
れ
ば
お
祓
い
に
な
る
と
の

信
仰
が
あ
る
大
き
な
反そ

り
橋は

し
は
大
阪

随
一
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
も
有

名
で
あ
る
。

　
特
に
今
年
は
卯
年
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ウ
サ
ギ
は
住
吉
大
社
の

神
使
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

境
内
に
あ
る
ウ
サ
ギ
の
手
水
舎
や

住
吉
神
兎
、
う
さ
ぎ
み
く
じ
な
ど

を
求
め
て
、
当
日
は
多
く
の
方
が

参
詣
に
訪
れ
て
い
た
。

　
平
和
な
海
と
組
合
員
の
１
年
間

の
海
上
安
全
を
祈
願
し
社
殿
で
神

職
に
よ
る
祈
祷
を
受
け
、
参
拝
を

終
え
た
。

を
呼
び
込
む
。

　
最
近
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
を
吹
き

飛
ば
し
、
今
年
の
干
支
「
ウ
サ

ギ
」
の
よ
う
に
大
き
く
飛
躍
す
る

一
年
と
な
る
よ
う
祈
願
し
た
。 左から山﨑秀和関西地方支部副支部長、和田文男関西地方支部長代行、

神原将平八馬汽船職場委員

左から岡本裕二中・四国地方支部副支部長、齋藤洋総務局長、除補修中・四国地方支部長、
遊佐清和高松支部長、清水駿愛媛支部長

高松支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事現場組合員の航海安全・大漁を願い現場組合員の航海安全・大漁を願い

「金刀比羅宮」「金刀比羅宮」をを
参拝参拝

海上安全・大漁満足を祈願海上安全・大漁満足を祈願

「福原のこんぴらさん」「福原のこんぴらさん」
参拝参拝

本殿 特
別
に
境
内
で
商
い
を

許
さ
れ
た
五
人
百
姓
。

20
代
以
上
続
い
て
い
る

※撮影のためソーシャルディスタンスに配慮の上、マスクをはずしています※撮影のためソーシャルディスタンスに配慮の上、マスクをはずしています
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氷
の
川
の
景
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
袋
田
の
滝
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
観
瀑
台
に
昇

り
、
氷
結
し
た
袋
田
の
滝
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
滝
が
氷

結
す
る
こ
の
現
象
は
「
氷
瀑
」
と

呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
は
水
戸
藩
の

領
地
内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
水

戸
黄
門
と
し
て
知
ら
れ
る
徳
川
光

圀
公
も
訪
れ
た
そ
う
で
す
。
幅
73

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
１
２
０
メ
ー
ト

ル
の
滝
を
凍
ら
せ
て
し
ま
う
自
然

の
力
に
驚
異
を
感
じ
ま
し
た
。

袋
田
の
滝
ト
ン
ネ
ル

　
袋
田
の
滝
は
、
四
段
に
落
下
す

る
こ
と
か
ら
別
名
「
四
度
の
滝
」

と
呼
ば
れ
、
他
説
で
は
昔
こ
の
地

を
訪
れ
た
西
行
法
師
が
、
こ
の
滝

は
四
季
に
一
度
ず
つ
来
て
見
な
け

れ
ば
真
の
風
情
は
味
わ
え
な
い
と

絶
賛
し
た
こ
と
に
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
へ
の
立

袋
田
の
滝

　
最
強
寒
波
が
日
本
各
地
に
訪

れ
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
く
酷
寒
の

中
、
滝
の
流
れ
が
氷
結
す
る
こ
と

で
有
名
な
「
袋
田
の
滝
」
を
散
策

し
ま
し
た
。
強
烈
な
寒
さ
だ
っ
た

の
で
、
あ
る
東
北
地
方
の
伝
説
で

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
あ
ま
り
の
寒
さ
で
声
が

凍
っ
て
し
ま
う
の
で
、「
ど
さ
？
」

「
ゆ
さ
」
と
い
う
最
短
の
言
葉
で

会
話
が
成
立
し
て
し
ま
う
地
域
か

も
と
思
い
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
水
戸

駅
か
ら
水
郡
線
に
乗
り
換
え
て
、

袋
田
駅
で
下
車
し
、
袋
田
の
滝
ま

で
運
行
し
て
い
る
バ
ス
に
乗
り
、

10
分
ほ
ど
で
袋
田
の
滝
入
り
口
に

到
着
し
ま
し
た
。

　
水
郡
線
沿
い
に
流
れ
る
久
慈
川

の
澄
ん
だ
清
流
が
、
久
慈
川
支
流

の
滝
川
上
流
に
向
か
う
に
つ
れ

て
、
川
の
表
面
が
氷
に
覆
わ
れ
、

ち
入
り
を
可
能
と
し
て
い
る
ト
ン

ネ
ル
は
、
昭
和
54
年
に
完
成
し
、

長
さ
は
２
７
６
メ
ー
ト
ル
で
、
天

井
は
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
よ
う

に
飾
り
付
け
ら
れ
、
突
き
当
た
り

に
「
四
度
の
瀧
不
動
尊
」
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
出
入
り

口
の
階
段
に
は
、
夜
の
出
番
を
待

つ
か
の
ご
と
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
形

の
燈
籠
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
滝
と
一
緒
に

幻
想
的
な
世
界
を
演
出
し
て
い
ま

し
た
。
氷
瀑
の
滝
の
眺
め
を
満
喫

し
た
後
に
は
、
近
く
に
あ
る
日
帰

り
温
泉
に
向
か
い
ま
し
た
。

月
居
温
泉
・
滝
見
の
湯

　
袋
田
の
滝
よ
り
徒
歩
で
１
時
間

の
場
所
に
月
居
温
泉
・
滝
見
の
湯

白
木
荘
が
あ
り
ま
す
。
露
天
風
呂

も
あ
る
日
帰
り
温
泉
で
、
入
浴
料

を
支
払
い
、
の
ん
び
り
と
湯
に
つ

か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
温
泉
を
訪
ね
歩
い
て
い
ま

す
が
、
泉
質
が
こ
れ
ほ
ど
ツ
ル
ツ

ル
・
ス
ベ
ス
ベ
な
温
泉
は
珍
し

く
、
寒
さ
の
中
を
歩
き
回
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
体
の
芯
ま
で
温
ま
る

と
、
心
身
と
も
に
若
返
る
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。
温
泉
に
浸
か
っ

て
い
る
人
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が

高
齢
者
で
、
会
話
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
最
短
の
会
話
が
聞
け
な

か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
入

浴
後
は
休
憩
室
で
地
元
の
料
理
を

楽
し
み
、
白
木
荘
前
の
バ
ス
停
か

ら
、
常
陸
大
子
駅
に
向
か
い
水
郡

線
・
水
戸
経
由
で
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。
四
季
に
一
度
ず
つ
は
訪
ね

た
い
と
思
う
名
勝
地
の
滝
と
泉
質

の
良
い
温
泉
に
、
酷
寒
の
散
策
を

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
寒
さ
ゆ
え
　

言
葉
少
な
く
　
伝
え
あ
い
」

「
気
に
な
る
の
　

灯
篭
台
が
　
奇
抜
す
ぎ
」

「
厳
冬
に
　

背
筋
も
川
も
　
凍
り
つ
き
」

「
ト
ン
ネ
ル
も
　
明
か
り
灯と

も
せ
ば
　

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

「
氷
河
期
の
　

再
来
思
う
　
観
瀑
台
」

羇旅＝羈旅とも書きますが、和歌や俳句で旅情を詠んだ
ものをいいます。
旅先で出会った人や事柄を川柳でアレンジしてみました。

氷瀑の滝を楽しむ ●袋田の滝＝茨城県・大子町
― 海千山千

羇旅の魅力きりょ みりょく

月居温泉・滝見の湯

滝川の吊り橋

観瀑台と滝

氷瀑の袋田の滝

ライトアップ用燈籠

袋田の滝トンネル

観瀑台より
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１
月
29
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で

伊
豆
大
島
で
開
催
さ
れ
る
「
椿
ま

つ
り
」
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、「
東
海
汽
船
謎
解

き
イ
ベ
ン
ト
・
椿
ま
つ
り
で
謎
を

解
き
明
か
せ
」
が
企
画
さ
れ
て
い

る
。
本
企
画
は
、
伊
豆
大
島
・
椿

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
〝
大
島
公

園
・
椿
プ
ラ
ザ
〞
を
は
じ
め
、
大

島
の
港(

岡
田
港
、
元
町
港
、
伊

豆
大
島
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
竹
芝

・
横
浜
・
久
里
浜
・
館
山
・
熱
海
・

伊
東
・
稲
取
の
各
船
客
待
合
所
内

に
謎
解
き
問
題
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
無
料
で
参
加
で
き
る
（
交
通

費
な
ど
諸
費
用
は
自
己
負
担
）。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
小
笠

原
旅
行
や
ゲ
ー
ム
機
、
東
海
汽
船

は
こ
ぶ
ね
課
グ
ッ
ズ
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
椿
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ

る
大
島
公
園
・
椿
プ
ラ
ザ
で
は
、

大
島
民
謡
や
あ
ん
こ
の
手
踊
り
な

ど
伊
豆
大
島
の
郷
土
芸
能
を
ご
覧

い
た
だ
け
る（
土
日
祝
日
の
み
）。　

　
ま
た
、
大
島
特
産
の
椿
油
や
お

土
産
品
の
屋
台
が
出
店
さ
れ
る
ほ

か
、
会
場
内
は
、
様
々
な
装
花
の

演
出
を
手
掛
け
る
フ
ラ
ワ
ー
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
デ
ザ
イ
ン

の
特
別
装
飾
を
施
し
、
美
し
く
華

や
か
な
空
間
を
演
出
す
る
。

　
椿
ま
つ
り
と
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
や
温
泉

な
ど
、
魅
力
の
多
い
伊
豆
大
島
を

堪
能
し
て
ほ
し
い
。

※
参
加
方
法
な
ど
、
詳
し
い
内
容

は
東
海
汽
船
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

伊豆大島椿まつり
１月29日～３月26日まで

東海汽船株式会社

お
う
、
な
ん
と
い
う
見
晴
ら
し

だ
。
お
れ
さ
ま
っ
ち
は
、
大
帆
船

の
メ
イ
ン
マ
ス
ト
の
、
て
っ
ぺ
ん

に
い
た
。
そ
れ
は
、
つ
い
さ
っ
き

仲
よ
く
な
っ
た
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
の

せ
い
な
ん
だ
。

「
お
も
し
ろ
い
ん
だ
ぞ
。
船
長

は
な
、
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
王
様
の
三
男
坊
。
知

り
た
が
り
や
で
冒
険
家
で
な
」

「
か
っ
こ
い
い
な
。
し
か
も
風

だ
け
を
た
の
み
に
。
こ
の
西
に
ア

メ
リ
カ
が
あ
る
の
か
」

「
ん
、
か
っ
こ
い
い
。
だ
け
ど
、

ア
メ
リ
カ
っ
て
な
ん
だ
？
」

な
、
な
ん
だ
っ
て
え
!?　
こ
こ

が
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ら
、
海
は
大
西

洋
。
こ
の
海
を
お
し
わ
た
っ
た
先

に
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
、
ア
メ
リ
カ

が
。
ん
、
も
し
や
!?

お
れ
さ
ま
は
気
が
つ
い
た
。
つ

い
、
い
く
十
日
か
前
、
バ
イ
キ
ン

グ
た
ち
に
会
っ
て
る
。
も
う
と
っ

く
に
い
な
く
な
っ
て
る
北
欧
の
海

賊
た
ち
に
。
こ
れ
っ
て
、
あ
の
つ

づ
き
？　
で
た
ら
め
の
時
空
っ
て

の
に
ま
た
か
!?

三
本
マ
ス
ト
の
大
帆
船
な
ら
日

本
に
も
あ
る
。海
王
丸
と
日
本
丸
。

海
が
好
き
で
船
乗
り
に
な
り
た
が

っ
て
い
る
若
者
た
ち
を
訓
練
し
て

く
れ
る
練
習
船
だ
。

帆
船
が
あ
ん
ま
り
か
っ
こ
い
い

の
で
見
あ
げ
て
る
と
、
声
を
か
け

て
く
れ
た
の
が
、
セ
グ
ロ
く
ん
だ

っ
た
っ
て
わ
け
な
ん
だ
。

甲
板
に
望
遠
鏡
を
か
た
手
に
つ

っ
た
っ
て
る
、
身
な
り
の
い
い
男

が
い
る
。
あ
れ
が
エ
ン
リ
ケ
航
海

王
子
か
も
し
れ
な
い
。

と
、
と
つ
ぜ
ん
船
ば
た
に
か

け
よ
っ
て
、
海
に
む
か
っ
て
オ
エ

オ
エ
、
だ
。
あ
れ
っ
て
、
ぜ
っ
た

い
船
酔
い
だ
。
船
長
が
船
酔
い
？　

ま
さ
か
っ
。
だ
け
ど
、
そ
の
ま
さ

か
だ
っ
た
。

「
王
子
な
、
か
ら
っ
き
し
船
に

弱
い
。
乗
る
と
か
な
ら
ず
、
あ
あ

な
ん
だ
。
そ
れ
で
も
こ
り
ず
に
ま

た
乗
る
。
ま
っ
、
エ
ン
リ
ケ
船
酔

い
王
子
っ
て
と
こ
だ
な
」

後
悔
し
な
い
航
海
王
子
か
？　

お
も
し
ろ
い
。

そ
れ
よ
り
、
お
れ
さ
ま
は
お
ど

ろ
い
た
。な
ん
と
セ
グ
ロ
く
ん
は
、

ア
メ
リ
カ
を
知
ら
な
い
？

「
じ
ゃ
あ
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
？
」

そ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
。
鳥
た

ち
に
は
自
慢
の
翼
が
あ
る
。
き
っ

と
海
鳥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
っ
て
の
が

あ
る
は
ず
な
の
に
。

そ
う
か
、
ま
だ
先
な
ん
だ
、
コ

ロ
ン
ブ
ス
が
、
こ
の
大
西
洋
を
お

し
わ
た
っ
て
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
行
き

つ
く
の
は
。

「
そ
う
か
。
こ
の
海
の
向
こ
う

に
ね
。
見
た
い
け
ど
、
遠
す
ぎ
る

な
。
だ
け
ど
、
お
れ
た
ち
の
子
孫

は
み
ん
な
知
る
の
か
。
い
い
話
き

い
た
よ
、
ぷ
か
ぷ
か
」

お
れ
さ
ま
っ
ち
は
、
ま
た
波
の

上
に
か
え
っ
た
。

船
酔
い
王
子
、
お
っ
と
ご
め

ん
。
航
海
王
子
の
船
は
、
水
平
線

の
か
な
た
に
消
え
て
い
っ
た
。

次
の
朝
だ
っ
た
。
ま
た
セ
グ
ロ

く
ん
が
や
っ
て
き
た
。
だ
け
ど
き

の
う
と
ち
が
い
、
だ
い
ぶ
若
い
み

た
い
だ
。

「
う
わ
さ
の
ぷ
か
ぷ
か
だ
ね
、

よ
う
や
く
会
え
た
。
見
せ
た
い
も

の
あ
る
ん
だ
」

ひ
も
を
く
わ
え
ら
れ
て
、
お
れ

さ
ま
っ
ち
は
ま
た
空
だ
。

陸
が
近
づ
い
て
く
る
。
断
崖
の

海
岸
線
を
飛
び
こ
え
て
た
。
な
に

か
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
見
え
て
き

た
。そ
れ
は
船
の
形
を
し
て
い
て
、

人
が
大
ぜ
い
乗
っ
て
い
て
み
ん
な

西
を
向
い
て
る
。

「
あ
の
像
は
み
ん
な
海
の
開
拓

者
た
ち
。
先
頭
は
エ
ン
リ
ケ
航
海

王
子
。
初
め
て
世
界
一
周
し
た
マ

ゼ
ラ
ン
も
ね
」

「
エ
ン
リ
ケ
王
子
、
い
ま
も
い

る
の
か
い
？
」

お
れ
さ
ま
は
、
お
そ
る
お
そ
る

き
い
た
。

「
い
い
や
。
い
た
の
は
五
百
年

く
ら
い
の
大
む
か
し
だ
よ
」

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
下
で
記
念
写

真
な
ん
か
と
り
あ
っ
て
る
の
は
、

世
界
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
の
観
光
客

に
ち
が
い
な
か
っ
た
。

ま
た
し
て
も
時
空
の
や
つ
め
。

「
も
う
ひ
と
つ
見
せ
た
い
」

セ
グ
ロ
く
ん
は
西
へ
向
き
を
か

え
た
。

断
崖
が
迫
っ
た
。
岬
が
海
へ
つ

き
出
て
い
る
。
崖
下
で
波
が
く
だ

け
て
い
る
。

「
ロ
カ
岬
だ
よ
。
あ
の
十
字
架

の
塔
に
こ
う
書
い
て
あ
る
。『
こ

こ
に
陸
つ
き
海
は
じ
ま
る
』
い
い

だ
ろ
。す
て
き
だ
ろ
。な
ぜ
か
な
、

ぼ
く
は
こ
れ
を
ぷ
か
ぷ
か
に
見
せ

る
役
に
選
ば
れ
て
生
ま
れ
て
き
た

み
た
い
な
気
が
ず
っ
と
し
て
た
ん

だ
」お

れ
さ
ま
は
、
ぐ
っ
と
き
て
い

た
。お

れ
さ
ま
も
仲
間
だ
ぞ
。
海
の

開
拓
者
た
ち
。
冒
険
者
た
ち
！

ぷ
か
ぷ
か
と

エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子

大
原
興
三
郎
・
文

二
井
野
ま
こ
・
画

童
話
・
潮
の
香

「
寒
さ
ゆ
え
　

言
葉
少
な
く
　
伝
え
あ
い
」

「
気
に
な
る
の
　

灯
篭
台
が
　
奇
抜
す
ぎ
」

「
ト
ン
ネ
ル
も
　
明
か
り
灯と

も
せ
ば
　

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
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ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

立
川
市

西
野
亜
希
子
（
51
）

　
船
員
し
ん
ぶ
ん
、
い
つ
も
楽
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

（
商
船
三
井
客
船
）

安
全
に
、
そ
し
て
健
康
に

横
浜
市

藤
野
勲
（
58
）

　
長
男
が
乗
船
し
ま
し
た
。
安
全

に
、
そ
し
て
健
康
に
、
責
務
を
遂

行
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。

（
日
本
郵
船
）

友
だ
ち
で
き
る
か
な

北
九
州
市

藤
枝
和
花
（
３
）

　
今
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
園
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
お
友
だ
ち
を
つ
く

っ
て
、
楽
し
い
１
年
に
し
た
い
で

す
！

（
日
本
サ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
）

大
好
き
な
ア
ニ
メ

神
奈
川
県

辻
本
祥
子
（
36
）

　
大
好
き
な
ア
ニ
メ
の
映
画
を
観

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
漫
画
は
１

巻
か
ら
読
み
直
し
た
け
ど
、
ア
ニ

メ
も
観
直
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

か
っ
こ
よ
か
っ
た
！

（
エ
ム
テ
ィ
シ
ー
ズ
）

お
い
し
い
お
酒

名
古
屋
市

深
谷
多
恵
子
（
64
）

　
今
年
の
お
正
月
は
家
族
が
集
ま

り
、
に
ぎ
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

や
シ
ー
ド
ル
な
ど
、
お
い
し
い
お

酒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

（
商
船
三
井
）

江
戸
時
代
の
面
影

名
古
屋
市

鈴
木
春
秋
（
74
）

　
青
春
18
き
っ
ぷ
を
利
用
し
て
、

中な
か
せ
ん
ど
う

山
道
の
中な

か
つ
が
わ
じ
ゅ
く

津
川
宿
を
歩
き
ま
し

た
。
市
内
の
中
心
に
江
戸
時
代
の

面
影
を
残
す
街
道
が
あ
り
、
感
激

し
ま
し
た
。
五ご

へ
い
も
ち

平
餅
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

※
五
平
餅
は
中
部
地
方
の
山
間
部

発
祥
の
郷
土
料
理
で
、
炊
き
立
て

の
ご
飯
を
つ
ぶ
し
て
お
餅
に
近
い

状
態
に
し
、
タ
レ
を
つ
け
串
焼
き

に
し
た
も
の
。
江
戸
時
代
中
期
に

は
す
で
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
と
い

わ
れ
る
。

（
日
本
郵
船
）

初
笑
い

鹿
児
島
市

石
畑
京
子
（
67
）

　
新
年
早
々
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
使

い
童
謡
を
演
奏
し
ま
し
た
が
、
高

齢
者
10
人
、
な
か
な
か
音
が
そ
ろ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
の
初
笑

い
で
し
た
。（
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
）

高
校
受
験

い
ち
き
串
木
野
市

久
保
正
宣
（
14
）

　
１
月
末
に
私
立
の
入
試
が
あ
り

ま
す
。
今
ま
で
取
り
組
ん
だ
結
果

が
出
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
宮
崎
産
業
海
運
）

は
や
い
！

北
九
州
市

大
石
雅
之
（
56
）

　
ま
た
来
た
正
月
。
と
に
か
く
一

年
が
早
い
。
ど
う
に
か
な
り
ま
せ

ん
か
？

（
日
鉄
物
流
八
幡
）

元
気
に
そ
ろ
っ
た

長
崎
市

有
森
圭
子
（
59
）

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
ん
で
い
た
旦

那
さ
ん
で
す
が
、
約
１
カ
月
で
５

㎏
減
と
な
り
ま
し
た
（
う
れ
し

涙
）。
お
正
月
も
久
し
ぶ
り
に
家

族
４
人
が
元
気
な
姿
で
そ
ろ
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
大
満
足
で

す
。

（
エ
ム
エ
ス
ケ
イ
）

窓
越
し
の
猫
パ
ン
チ

廿
日
市
市ぱ

ん
ぱ
ん
こ
ろ
こ
ろ
（
36
）

　
引
っ
越
し
て
き
て
７
年
た
ち
ま

す
が
、
初
め
て
雪
が
た
く
さ
ん
積

も
り
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
降
っ
て

く
る
ボ
タ
ン
雪
を
窓
越
し
に
見

て
、
猫
が
パ
ン
チ
し
よ
う
と
し
て

い
て
、
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

（
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

七し
ち
ふ
く
じ
ん
め
ぐ

福
神
巡
り
と
凧た

こ
あ揚

げ

あ
き
る
野
市

荒
岡
奏
太
（
２
）

　
お
正
月
に
七
福
神
巡
り
と
凧
揚

げ
を
し
た
よ
。
お
も
ち
は
食
べ
さ

せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
け
ど
、
お

せ
ち
は
た
く
さ
ん
食
べ
た
よ
。

※
七
福
神
巡
り
と
は
正
月
に
行

う
風
習
の
ひ
と
つ
で
、
恵え

び
す

比
寿
・

大
黒
天
・
毘び

し
ゃ
も
ん
て
ん

沙
門
天
・
弁べ

ん
ざ
い
て
ん

財
天
・

福ふ
く
ろ
く
じ
ゅ

禄
寿
・
寿じ

ゅ
ろ
う
じ
ん

老
人
・
布ほ

て
い
そ
ん

袋
尊
の
七

神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
寺
社
を
す

べ
て
お
参
り
す
る
こ
と
で
、
そ
の

年
の
幸
せ
を
願
う
。

（
川
崎
近
海
汽
船
）

お
せ
ち
料
理

八
戸
市

大
坂
凱
子
（
80
）

　
年
の
暮
れ
に
家
族
全
員
分
の
お

せ
ち
を
作
り
ま
し
た
。
大
皿
８

枚
、
重
箱
８
個
で
す
。
彩
り
よ
く

き
れ
い
に
で
き
ま
し
た
。
お
正
月

は
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
て
、
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
川
崎
近
海
汽
船
）

家
族
の
気
持
ち

香
川
県
土
庄
町

俵
隆
子
（
80
）

　
孫
が
無
事
に
下
船
す
る
と
、
ほ

っ
と
喜
ば
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

ま
た
、
送
り
出
す
と
き
は
、「
次

帰
る
と
き
、
に
こ
に
こ
し
て
い
て

く
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
祈
り
ま

す
。

（
小
豆
島
フ
ェ
リ
ー
）

暖
冬
？

富
山
市

横
田
慶
子
（
66
）

　
大
雪
予
測
が
、
ま
さ
か
の
雪
な

し
正
月
。
わ
が
家
の
暇
そ
う
な
除

雪
機
は
、
納
戸
に
鎮
座
し
て
い
ま

す
。

（
川
崎
汽
船
）

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム

神
戸
市

土
山
知
世
子
（
79
）

　
毎
年
、
お
正
月
は
お
せ
ち
を
食

べ
た
後
、
娘
と
孫
た
ち
（
中
学
１

年
生
と
大
学
２
年
生
の
女
の
子
）

と
年
寄
夫
婦
で
丸
く
な
り
、
ト
ラ

ン
プ
を
し
ま
す
。
特
に
「
う
す
の

ろ
」
は
み
ん
な
が
大
好
き
で
、
声

を
枯
ら
し
て
、
み
か
ん
を
取
り
合

い
ま
す
。
年
に
一
度
の
楽
し
み
で

す
。

（
商
船
三
井
）

元
気
で
ネ
、
ま
た
ネ

泉
佐
野
市

植
野
幸
子
（
90
）

　
孫
が
休
暇
で
帰
っ
て
き
て
、
お

正
月
に
は
料
理
や
ケ
ー
キ
な
ど
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
船
に
乗
っ
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
女
の
子
で
す

ね
。
現
在
は
一
人
旅
を
し
て
い
ま

す
。
帰
っ
た
ら
ま
た
仕
事
で
さ
よ

な
ら
で
す
が
、
元
気
で
ネ
…
…
、

ま
た
ネ
…
…

（
日
本
海
洋
事
業
）

珍
し
い
き
の
こ

平
戸
市

大
浦
彩

　
前
号
の
「
み
ん
な
の
イ
ラ
ス

ト
」
の
「
き
の
こ
い
っ
ぱ
い
」
さ

ん
。
う
ち
の
次
男
も
、
珍
し
い
き

の
こ
が
大
好
き
で
す
！

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
物
流
）

新
年
の
幕
開
け

那
覇
市

田
畑
洋
子

安あ
じ
ゃ謝

港
（
那
覇
新
港
）
で
行
わ

れ
る
新
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

に
、
初
め
て
行
き
ま
し
た
。
停
泊

し
て
い
る
船
が
一
斉
に
汽
笛
を
鳴

ら
す
、
感
動
的
な
新
年
の
幕
開
け

で
し
た
。
（
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
）

24
時
間
で
は
足
り
な
い

北
九
州
市

鬼
嫁
さ
ん

　
新
学
期
が
始
ま
っ
て
１
カ
月
。

子
ど
も
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
ダ
ラ

ダ
ラ
し
て
、
毎
日
怒
鳴
り
散
ら
す

私
。
１
日
36
時
間
く
ら
い
に
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
（
笑
）

（
西
日
本
海
運
）

お
笑
い
ラ
イ
ブ

東
京
都
板
橋
区

松
本
七
帆
（
24
）

　
下
船
後
、
久
し
ぶ
り
に
吉
本
の

お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
観
て
き
ま
し

た
。
生
で
観
る
チ
ョ
コ
プ
ラ
は
お

も
し
ろ
い
！

※
チ
ョ
コ
プ
ラ
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

プ
ラ
ネ
ッ
ト
）
は
、
吉
本
興
業
に

所
属
す
る
お
笑
い
コ
ン
ビ
。

（
商
船
三
井
客
船
）

思
い
出
の
ホ
テ
ル

三
田
市

時
子
（
59
）

　
お
正
月
に
箱
根
駅
伝
が
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
数
年
前
に

息
子
を
晴
海
へ
送
っ
た
帰
り
に
泊

ま
っ
た
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
前
を
通

過
す
る
の
を
、
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
（
栗
林
マ
リ
タ
イ
ム
）

活
気
が
戻
っ
た
初
詣

北
九
州
市

高
倉
裕
美
（
58
）

　
行
動
制
限
の
な
い
年
末
年
始
。

初
詣
の
人
出
も
戻
り
、
活
気
が
あ

り
ま
し
た
。
自
分
で
で
き
る
対
策

は
し
な
が
ら
も
、
外
出
で
き
る
の

は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

（
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
）

広島市　タロウ北九州市　ひよこ安城市　あやな富山市　パパ大好きれみちゃん

君津市　R・Y 吹田市　井戸礼子 広島市　千同志奈 芦屋市　なことジョージ

枚
方
市

友
斗

北
九
州
市

藤
枝
え
り
か

笠
岡
市

ま
い
る

西
宮
市

S
O
U
介

熊
本
市

わ
か
な

熊
本
市

な
な
こ

枚
方
市

里
彩
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大
き
な
文
字
の
間
に
小
さ

な
文
字
を
入
れ
込
ん
で
い
て

面
白
い
で
す
。
特
に
小
さ
な

文
字
の
方
、
漢
字
仮
名
交
じ

り
な
の
が
い
い
で
す
ね
。
大

き
な
文
字
に
は
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
が
映
え
ま
す
し
、

額
は
金
色
が
木
の
色
と
マ
ッ

チ
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
な

が
ら
刀
の
切
れ
味
は
鋭
い
で

す
。
大
胆
な
ノ
ミ
の
使
い

方
で
、
線
を
省
略
し
て
い
ま

す
。
筆
で
書
く
と
細
か
な
渇

筆
が
入
り
ま
す
が
、
そ
こ
で

刀
の
数
を
な
る
べ
く
少
な
く

し
て
、
力
強
さ
を
出
し
て
い

く
わ
け
で
す
。
非
常
に
勇
気

の
要
る
作
業
で
す
が
、
よ
く

で
き
て
い
て
、
毎
年
感
心
し

て
い
ま
す
。

第47回 海上美術展
講評 川合 広太郎先生

船 員 家 族 が 創 る 文 化 ・広 場

熊谷 忠道
●
隷書

書道
の部

お
年
玉
を
奮
発

新
潟
市

吉
谷
ま
り
（
66
）

　
孫
た
ち
が
泊
ま
り
に
き
た
楽
し

い
お
正
月
で
し
た
。
お
年
玉
も
少

し
奮
発
し
ま
し
た
け
ど
ね
！

（
日
本
海
曳
船
）

ゆ
っ
た
り
と
年
越
し

阿
南
市

中
塚
佑
里
子
（
37
）

　
今
年
は
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ゆ
っ

た
り
と
年
越
し
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
夫
は
乗
船
で

す
が
、
元
気
に
安
全
に
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

（
商
船
三
井
）

今
年
の
目
標

鎌
倉
市

み
か
げ

　
今
年
の
目
標
は
、
運
動
を
心
掛

け
る
こ
と
で
す
。
（
商
船
三
井
）

光
熱
費
上
昇
の
影
響

高
岡
市

棚
田
知
佐
子
（
57
）

　
電
気
代
や
燃
料
費
の
高
騰
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
会
費
も
値

上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
家
に
近

く
、
水
泳
プ
ー
ル
も
深
め
で
泳
ぎ

や
す
い
の
で
、
会
費
が
高
い
か
ら

と
い
っ
て
、
今
ま
で
30
年
近
く
続

け
た
趣
味
の
水
泳
を
や
め
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
早
々
に
燃
料
価

格
が
落
ち
着
い
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

（
商
船
三
井
オ
ー
シ
ャ
ン

エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

鍋
焼
う
ど
ん

堺
市

チ
ー
ム
し
ん
（
54
）

　
寒
い
日
は
鍋
焼
う
ど
ん
を
食
べ

て
体
が
ポ
カ
ポ
カ
。
暖
房
要
ら
ず

で
良
い
こ
と
尽
く
し
で
す
。

（
日
本
郵
船
）

刺
身
の
大
盛
り

茨
城
県
大
洗
町

田
中
道
子
（
64
）

　
年
の
暮
れ
に
、
お
じ
さ
ん
宅

に
刺
身
の
大
盛
り
を
届
け
た
ら
、

「
盆
と
正
月
が
一
緒
に
来
た
よ
う

だ
」
と
言
っ
て
、
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
長
生
き

で
き
そ
う
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

（
大
洗
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

元
気
に
な
り
ま
す
よ
う
に

宮
城
県
松
島
町

阿
部
結
愛
（
９
）

　
今
シ
ー
ズ
ン
３
度
目
の
風
邪
を

ひ
い
て
、
学
校
を
休
ん
で
い
ま

す
。
早
く
治
し
て
友
だ
ち
と
遊
び

た
い
で
す
。
私
は
ネ
コ
が
大
好
き

で
す
。
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
な
の
で

飼
え
ま
せ
ん
。

（
兼
井
物
産
）

早
生
ま
れ

広
島
市

木
本
雄
介
（
33
）

　
娘
が
５
歳
に
な
り
ま
し
た
。
早

生
ま
れ
な
の
で
、
ほ
か
の
子
と
成

長
に
差
が
あ
っ
た
り
し
て
心
配
し

ま
し
た
が
、
子
ど
も
は
関
係
な
く

仲
良
く
遊
べ
て
す
ば
ら
し
い
！
　

す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
。

（
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

パ
パ

北
九
州
市

ま
ぁ
ち
ゃ
ん
（
39
）

　
出
張
が
多
く
、
な
か
な
か
娘
と

過
ご
す
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
回
の
長
期
休
み
で
や
っ
と

３
歳
の
娘
に
「
パ
パ
」
と
呼
ん
で

も
ら
え
ま
し
た
。

（
日
本
サ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
）

旅
行
の
計
画

三
木
市

土
肥
恭
子
（
62
）

　
旅
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た

り
、
プ
ラ
ン
を
立
て
た
り
す
る
の

が
大
好
き
で
す
。
さ
て
、
マ
ス
ク

を
つ
け
て
ど
こ
へ
行
こ
う
か
な
。

（
淡
路
ル
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
）

入
園
準
備

北
九
州
市

藤
枝
え
り
か
（
33
）

　
娘
の
幼
稚
園
の
入
園
準
備
の
た

め
、
ミ
シ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。

20
年
ぶ
り
に
触
り
ま
す
が
、
コ
ツ

コ
ツ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
日
本
サ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
）

良
い
運
勢

池
田
市

辻
陽
向
（
14
）

　
大
阪
天
満
宮
に
行
き
ま
し
た
。

お
み
く
じ
で
吉
が
出
ま
し
た
。
今

年
が
良
い
年
に
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
し
た
。

（
日
本
海
洋
事
業
）

遠
征

岩
出
市

西
京
子
（
50
）

　
断
捨
離
と
銘
打
っ
て
、
自
分
の

部
屋
は
も
ち
ろ
ん
、
姉
、
妹
の
所

ま
で
遠
征
し
、
ま
す
ま
す
腕
を
上

げ
て
い
ま
す
。
自
分
の
物
は
捨
て

る
の
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
す
る
け
ど
な
ぁ
…
…

（
商
船
三
井
オ
ー
シ
ャ
ン

エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

新
し
い
一
年

下
関
市

松
岡
ひ
と
み
（
67
）

　
主
人
も
乗
船
し
、
い
つ
も
の
介

護
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
主
人

も
息
子
も
健
康
で
、
一
年
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
ま
す
。
今

年
は
息
子
に
か
わ
い
い
お
嫁
さ
ん

が
現
れ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
ま

す
。

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

幸
せ
な
一
年
の
始
ま
り

岩
国
市

幸
坂
絵
里
（
31
）

　
年
末
年
始
は
、
大
阪
か
ら
帰
省

し
た
姉
と
姪
っ
子
た
ち
と
一
緒

に
、
お
墓
参
り
や
公
園
に
行
っ
た

り
、
畑
で
野
菜
を
採
っ
た
り
、
た

く
さ
ん
遊
び
ま
し
た
。
今
年
も
み

ん
な
仲
良
く
た
く
さ
ん
遊
べ
ま
す

よ
う
に
と
、
心
か
ら
願
い
ま
す
。

（
日
本
海
事
興
業
）

か
わ
い
い
従
妹

笠
岡
市

天
野
聖
梧

　
生
ま
れ
て
１
カ
月
の
従
妹
に
会

い
ま
し
た
。
抱
っ
こ
し
て
ミ
ル
ク

を
飲
ま
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。
と
て

も
小
さ
く
、
い
い
匂
い
が
し
て
、

か
わ
い
い
で
す
。
た
く
さ
ん
遊
ん

で
あ
げ
た
い
で
す
。
（
日
本
郵
船
）

水
族
館

熊
本
市

な
な
こ
＆
わ
か
な

　
鹿
児
島
旅
行
で
水
族
館
へ
行
っ

た
と
き
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
な

な
こ
は
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
、
わ
か

な
は
ラ
ッ
コ
を
描
き
ま
し
た
。

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

夢
が
か
な
っ
た

鎌
倉
市

池
田
綾
子
（
31
）

　
念
願
だ
っ
た
ミ
ス
ド
の
ド
ー
ナ

ツ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に
行
き
ま
し
た
。

た
ま
に
ち
ょ
っ
と
食
べ
る
く
ら
い

が
ち
ょ
う
ど
よ
い
、
と
は
わ
か
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
夢
が
か
な
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（
商
船
三
井
）

足
湯

笠
岡
市

天
野
愛
弓
（
９
）

　
お
正
月
に
足
湯
に
行
き
ま
し

た
。
少
し
熱
め
の
お
湯
と
水
風
呂

が
あ
り
、
交
互
に
足
を
入
れ
て
る

と
汗
を
か
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も

気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

（
日
本
郵
船
）

う
ち
の
自
慢
の
三
男
坊

北
九
州
市

堤
敬
広
（
33
）

　
最
近
よ
う
や
く
、
ス
タ
ス
タ
歩

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

ガ
ニ
股
で
、
後
ろ
か
ら
見
る
と
、

２
歳
な
の
に
中
年
の
お
じ
さ
ん
の

よ
う
で
す
。
将
来
が
楽
し
み
で

す
。

（
シ
ー
ゲ
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

Illustration by toshi@maru

小豆島と神戸を結ぶ
お醤油専用船お醤油専用船お醤油専用船
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《
材
料  

２
人
分
》

　
豚
こ
ま
切
れ
肉
２
０
０
ｇ
、
白
菜
キ
ム

チ
１
０
０
ｇ
、
モ
ヤ
シ
１
０
０
ｇ
、
エ
ノ

キ
ダ
ケ
・
シ
メ
ジ
各
１
パ
ッ
ク
、
ニ
ラ
１

／
２
束
、
無
調
整
豆
乳
１
／
２
カ
ッ
プ
、

す
り
白
ご
ま
大
さ
じ
２
、
Ａ(

水
２
カ
ッ

プ
、
中
華
だ
し
適
量
、
み
そ
大
さ
じ
２

弱
、
み
り
ん
大
さ
じ
１
、
し
ょ
う
ゆ
大
さ

じ
１
／
２)

、
ご
ま
油
適
量
。

《
作
り
方
》

①
白
菜
キ
ム
チ
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

ざ
く
切
り
に
す
る
。
も
や
し
は
サ
ッ
と

洗
っ
て
水
気
を
切
る
。
エ
ノ
キ
ダ
ケ
は

石
づ
き
を
切
り
落
と
し
て
ほ
ぐ
す
。
長

い
場
合
は
半
分
に
切
る
。
シ
メ
ジ
は
石

づ
き
を
切
り
落
と
し
て
ほ
ぐ
す
。
ニ
ラ

は
一
口
大
の
ざ
く
切
り
に
。

②
鍋
で
ご
ま
油
を
中
火
で
熱
し
て
、
豚
肉

を
炒
め
る
。
肉
の
色
が
変
わ
っ
た
ら
白

菜
キ
ム
チ
と
エ
ノ
キ
ダ
ケ
、
シ
メ
ジ
を

加
え
て
さ
ら
に
炒
め
合
わ
せ
る
。

③
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
た
Ａ
を
注
ぎ
、
強
火

に
す
る
。
沸
騰
し
た
ら
中
火
に
し
て
２

〜
３
分
煮
込
む
。

④
豆
乳
を
加
え
さ
っ
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
モ

ヤ
シ
と
ニ
ラ
を
加
え
て
ひ
と
煮
立
ち
さ

せ
る
。
す
り
白
ご
ま
を
振
り
か
け
て
完

成
。
仕
上
げ
に
お
好
み
で
ラ
ー
油
を
回

し
か
け
て
も
お
い
し
い
。

Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

問
題

豚肉とキムチの
豆乳鍋

69

①
正
月
遊
び
の
道
具
の
一
つ

④
「
土
筆
」
っ
て
読
め
る
？

⑦
「
…
…
の
内
」
は
１
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で

⑧
正
月
、
お
供
え
と
い
え
ば

⑩
…
…
だ
こ
、
冷
や
…
…

⑫
野
暮
の
反
対

⑬
夏
季
五
輪
開
催
年
に
大
統
領

選
挙
が
あ
る
国

⑮
年
賀
状
の
数
え
方

⑯
陸
地
に
入
り
込
ん
だ
海

⑰
新
聞
の
…
…
漫
画

⑲
矛
盾
は
…
…
と
タ
テ

⑳
悪
天
候
で
壊
れ
た
箇
所
を
応

急
…
…
で
仮
修
繕

㉒
行
列
の
…
…
は
こ
ち
ら

㉕
兄
は
弟
よ
り
年
が
…
…

㉖
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ

㉗
火
事
で
…
…
に
帰
す
る

①
初
詣
で
授
か
る
縁
起
物

②
お
相
撲
さ
ん
の
感
謝
の
言

葉
。「
…
…
で
す
！
」

③
初
夢
で
見
る
と
縁
起
よ
し

④
幼
児
の
代
表
的
な
玩
具

⑤
糸
を
出
し
て
網
を
張
る
節
足

動
物

⑥
見
る
こ
と
と
聞
く
こ
と

⑨
外
側
か
ら
見
た
様
子

⑪
「
産
業
の
…
…
」
と
い
わ
れ

る
半
導
体
不
足
は
深
刻

⑭
全
国
…
…
支
援
で
観
光
業
は

一
息
つ
い
た
か
な

⑮
食
後
に
使
う
人
も
い
ま
す

⑯
「
公
魚
」
と
書
く
魚

⑱
…
…
帯
、
…
…
高

⑲
直
立
二
足
…
…
す
る
ヒ
ト

㉑
鉄
道
の
…
…
証
明

㉓
岩
石
で
構
成
さ
れ
た
海
岸

㉔
き
れ
い
に
す
る
こ
と

◇

▼
は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼
送
り
先
＝
〒
１
０
４

－

０
０
５
３　
東
京
都
中
央
区

晴
海
４

－

７

－

28
ホ
テ
ル

マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
内

　
全
日
本
海
員
組
合  

広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
２
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル

北九州市　まぁちゃん 上田市　あかり 横須賀市　謙ちゃん 広島市　木本咲希 四街道市　ぶどう 北九州市　はるき

広島市　みー

広島市　千同昌美

西宮市　Rin出雲市　おおぐにそら 鎌倉市　池田綾子

俳
句

藤
沢
市

大
貫
哲
雄

千
両
を
父
の
墓
前
に
ひ
と
り
詫
び

美
し
き
乙
女
抱
く
や
春
の
夢

廿
日
市
市

勇
気
凛
々

冬
の
海
朱
色
眩
し
く
大
鳥
居

焼
き
牡
蠣
の
殻
弾
け
た
る
商
店
街

石
川
県
志
賀
町

新
澤
和
子

元
旦
や
夕
べ
と
ち
が
う
舌
鼓

初
鏡
今
だ
煩
悩
紅
少
し北

九
州
市

み
こ
ち
ゃ
ん

年
は
じ
め
丸
と
角
と
で
も
め
る
餅

あ
い
た
く
て
雪
雲
く
ぐ
り
母
の
郷さ

と

三
重
県
多
気
町

西
村
信
行

鷺さ
ぎ
か
ら
す鴉

初は
つ
お起

こ
し
田
に
宴う

た
げ

み
て

老お
い
か
き柿

の
な
ほ
栄
え
む
と
伸
び
伸
び
て

土も
ぐ
ら
も

竜
盛
り
小こ

い
し
お
お
い
し

石
大
石
か
き
わ
け
て

寒さ
む
ま
ど窓

を
開
け
て
猫
皆み

な
風
恃た

の
み

北
海
道
森
町

坂
本
俊
男

初
春
や
よ
せ
る
さ
ざ
波
光こ

う
こ
う々

と

短
歌

淡
路
市

ダ
イ
ち
ゃ
ん

二
年
ぶ
り
好
物
並
べ
親
心
帰
郷
の
息
子
笑
顔

の
答
え

丹
波
市

タ
カ
チ
ャ
ン

眠
り
よ
り
起
き
出
す
山
の
芽
吹
き
葉
の
や
わ

ら
か
な
る
が
目
に
飛
び
込
み
ぬ

川
柳

南
房
総
市

湾
フ
ェ
リ
ー
の
雀
亀

卓
囲
む
面
子
変
わ
ら
ず
初
麻
雀

混
一
色
や
手
牌
に
他
家
の
風
が
吹
く

吹
田
市

井
戸
礼
子

セ
ー
ル
ス
に
年
齢
言
え
ば
す
ぐ
帰
る

反
抗
期
５
歳
10
歳
傘
寿
で
も
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